
学習指導部 

 

＜経営方針における位置づけ＞ 

重点目標① 学力の向上にむけた方針より 

 方針１：新たに知った、問題解決ができたなどの経験を積み重ねて「確かな学力」を養う。 

 

 

 

＜構想図＞ 
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東京都学力調査 

（国語、算数、理科、社会の４教科） 

※毎年６、７月に実施 

６年 

 

 

全国学力調査 
（国語Ａ、算数Ａ、国語Ｂ、算数Ｂ、理科） 

※Ａ問題は「主として『知識』に関する 

問題」、Ｂ問題は「主として『活用』 

に関する問題」が出題される。 

 毎年４月に実施 

 

 

小学校第１学年から第４学年までの基本的な内容を繰り返し学習でき

るようにまとめたもので、国語、社会、算数、理科の４教科に分かれて

いる。 

家庭学習キャンペーンを中心として、児童のさらなる理解を促したり、

補習したりするのに用いる。授業時間を使って指導することが難しいこ

とわざ、慣用句などの言語知識を増やすために使うこともできる。 

５、６年生も児童の実態から必要に応じて取り組む。 

 

学校における授業と家庭学習との両面から児童の学力向上を図るための 

６年間を通した取り組みを指す 

東京ベーシックドリルにて 

基礎基本の定着を目指す 

＜東京都学力調査前＞ 

○過去の学力調査問題を解く 

○都学力調査類似問題に取り組む 

・基礎基本の定着に努める 

・問題形式に慣れる 

 

＜５年３学期＞ 

○江戸川チャレンジ問題を解く 

＜全国学力調査前＞ 

○過去の学力調査問題を解く 

・基礎基本の確認 

・問題形式に慣れる 

教職員の取り組み 

●学力調査後の問題分析、及び

Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ層の児童の割合

を調べる。 

●正答率の低かった問題を調

べ、指導の課題の抽出、指導の

改善に努める。 


